
平成29年６月１日 No.624（8）

　
特
に
、
江
戸
時
代
中
期
以
降

「
講
」
と
称
す
る
民
衆
の
集
団
参

詣
が
大
変
活
発
と
な
り
、
近
く
に

富
士
山
、
大
山
、
最
乗
寺
を
擁
し

「
参
詣
者
受
け
入
れ
の
地
」
と
な

り
、
道
筋
の
生
業
と
し
て
、
宿

屋
・
茶
屋
（
飲
食
店
）
・
各
種
の

お
店
等
の
当
事
者
に
と
っ
て
は
死

活
問
題
で
あ
り
、
ま
さ
に
幕
末
に

発
生
し
た
「
青
山
街
道
本
道
争

い
」
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
現
在
の
Ｊ
Ｒ
松
田
駅
や
新
松
田

駅
周
辺
は
、
地
形
・
地
質
的
に
開

発
の
遅
れ
た
場
所
で
し
た
が
、
明

治
13
（
１
８
８
０
）
年
に
郡
役
所

を
関
本
か
ら
松
田
に
移
す
と
共
に
、

東
海
道
本
線
と
し
て
省
線
・
松
田

駅
を
誘
致
、
隣
町
へ
の
3
か
所
の

橋
を
整
備
し
自
由
な
往
来
を
助
長

さ
せ
ま
し
た
。

　
更
に
は
、
昭
和
2（
１
９
２
７
）

年
「
小
田
急
の
五
大
停
車
場
」
の

一
つ
と
し
て
、
斬
新
な
外
観
・
牧

舎
風
の
新
松
田
駅（
写
真
）も
で
き
、

「
松
田
が
一
番
輝
い
た
頃
」（
町
発

行
の
『
松
田
百
年
』
Ｐ
34
参
照
）

に
繋
が
り
ま
し
た
。

　
何
れ
に
致
し
ま
し
て
も
、
我
が

町
の
先
人
達
は
生
計
を
営
む
た
め

一
生
懸
命
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
お
蔭
を
も
っ
て
こ
の
県
西

部
地
区
の
中
核
を
な
し
、
交
通
の

要
衝
と
し
て
町
発
展
の
基
礎
を
築

い
た
も
の
と
理
解
し
ま
す
。

　
以
上
が
管か

ん
け
ん見

な
が
ら
、
事
件
の

人
的
話
題
を
除
い
た
「
青
山
街
道

本
道
争
い
」
の
検
証
と
総
括
で
す
。

「
青
山
街
道
本
道
争
い
」

事
件
の
検
証
（
そ
の
四
）

　
今
ま
で
「
青
山
街
道
本
道
争

い
」
事
件
に
密
接
な
関
係
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
「
十
文
字
渡
し
場
の

変
遷
」
を
、
4
つ
の
時
代
・
場
所

に
つ
い
て
記
述
し
ま
し
た
。

　
全
体
的
に
み
る
と
、
「
十
文
字

渡
し
場
」
は
順
次
酒
匂
川
の
上
流

に
移
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
前

回
に
続
け
る
と
、
明
治
22
（
１

８
８
９
）
年
に
十
文
字
橋
の
設

置
。
昭
和
45
（
１
９
７
０
）
年
に

は
、
県
道
７
１
２
号
の
完
成
に
伴

い
、
新
十
文
字
橋
が
開
通
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
昭
和
39
年
の

国
道
２
４
６
号
や
昭
和
44
年
の
東

名
高
速
道
路
の
開
通
が
あ
り
ま
し

た
。

　
従
っ
て
「
十
文
字
渡
し
場
」
の

変
遷
に
つ
い
て
は
、
近
隣
の
町
・

村
と
の
関
係
は
も
と
よ
り
、
国
策

に
も
通
じ
て
い
る
も
の
と
言
え
ま

す
。
東
西
か
ら
の
比
較
的
大
き
な

川
に
よ
っ
て
構
成
し
て
い
る
当
町

に
と
っ
て
は
、
時
代
が
変
わ
っ
て

も
「
道
と
橋
」
の
因
果
関
係
は
類

似
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
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か
し

　
今
後
さ
ら
に
I
C
T
教
育
環
境

を
推
進
す
る
た
め
に
、「
平
成
28

年
度
の
I
C
T
教
育
の
効
果
や
課

題
」
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
先
生
、
児
童
・
生
徒
、
保
護
者

を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。

【
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
　
概
要
】

小
中
学
校
　
先
生
　「
児
童
・
生

徒
の
関
心
や
意
欲
を
高
め
る
こ
と

に
効
果
的
だ
と
思
う
」
と
回
答
し

た
先
生
は
小
学
校
1
0
0
％
で
中

学
校
は
95
％
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど

の
先
生
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
必
要
性

を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。「
と
て
も
効
果
的
だ
と
思
う
」

と
回
答
し
た
先
生
は
62
％
と
昨
年

度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
比
べ
、

大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

児
童
　「
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た

学
習
は
分
か
り
や
す
い
」、「
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
っ
た
授
業
は
楽
し

い
」
と
い
う
回
答
は
、
そ
れ
ぞ
れ

80
〜
90
％
で
し
た
。

生
徒
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
授
業
に
は
肯

定
的
な
意
見
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

小
学
校
保
護
者
　「
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
っ
た
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
知
っ
て
い
る
」
と
回
答
し

た
保
護
者
は
、
95
％
を
超
え
て
い

ま
し
た
。

中
学
校
保
護
者
　「
タ
ブ
レ
ッ
ト

授
業
は
必
要
だ
と
感
じ
る
」
と
回

答
し
た
保
護
者
は
、
70
％
と
、
非

常
に
高
い
割
合
で
し
た
。

　
こ
う
し
た
意
見
を
踏
ま
え
、
今

後
の
取
り
組
み
に
反
映
さ
せ
、
さ

ら
に
I
C
T
教
育
の
推
進
・
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

授
業
事
例
を
持
ち
寄
り
、
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
学
校
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
を
派
遣
し
て
３
年
目
に
な
る
た

め
、
さ
ら
な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
す
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
さ
ら
に
効
果
的
に
利
用
で
き
る

よ
う
研
究
を
進
め
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
に
大
部
分
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
の
整
備
が
完
了
し
、
本
年

度
は
、
中
学
３
年
生
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
と
教
室
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を

配
備
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
小
学
５
年
生
か
ら

中
学
３
年
生
ま
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
が

整
備
さ
れ
、
公
立
学
校
と
し
て
は

県
下
で
も
ま
れ
な
程
充
実
し
た
環

境
を
整
え
て
い
ま
す
。

　学
校
教
育
の
場
に
情
報
通
信
技

術（
I
C
T
）を
活
用
す
る
こ
と
で

す
。
具
体
的
に
は
、
電
子
黒
板
や

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
型
端
末（
写

真
）な
ど
を
用

い
て
教
育
の
質

の
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
１
人
１
台

の
環
境
と
な
り
、
子
ど
も
達
は
授

業
で
協
働
版
の
ソ
フ
ト
な
ど
を
活

用
し
な
が
ら
学
び
合
い
、
学
習
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
先
生
方
は
放
課
後
や
夏
休
み
を

利
用
し
て
指
導
力
向
上
研
修
を
定

期
的
に
受
講
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
昨
年
度

は
、C-learning

（
教
材
な
ど
の
保

管
箱
の
こ
と
）の
利
用
研
修
、
大

学
教
授
に
よ
る
講
演
会
及
び
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

研
修
、
学
校
に
お
け
る
授
業
研
究
、

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て
の
本
町
の
取
り
組
み
は
、本
紙
平
成
28
年
１
月

号「
学
び
の
広
場
」で
お
伝
え
し
て
い
ま
す
が
、今
回
は
活
用
状
況
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
教
育
課
　
学
校
教
育
係
　
☎
（
83
）
７
０
２
３

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た

授
業
・
研
修

授
業
で
の
活
用
及
び
研
修
の
成
果

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果

　
　教育
委
員
会

「
I
C
T
教
育
」
の
取
り
組
み

平成 28 年８月 22 日
開催の ICT研修

松田
文化財探訪

スコット先生＆テイス先生のミニ英会話 写真撮影 編

★頼む時は「Excuse me」を忘れずに、礼儀正しく話しましょう！

I
C
T
機
器
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

I
C
T
教
育
と
は

・Excuse me, could you take a picture of me / us?
　すみませんが、私の（私達の）写真を撮っていただけますか？
・Excuse me, may I take a picture with you?
　すみませんが、あなたと一緒に写真を撮っていいですか？

Would you like me to take your picture?
あなたの写真を撮ってあげましょうか？

Yeah, sure!　　いいですよ！

Yes,　please!　はい、お願いします！

歴
史
講
座

『
相
模
松
田
氏
と
そ
の
興
亡
』

７
月
１
日（
土
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場
　
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
展
示
ホ
ー
ル

講
師
　
文
化
財
保
護
委
員

　
　
　
平ひ

ら
が賀

康こ
う

雄ゆ
う

　
会
長

【
申
し
込
み
】　
☎（
83
）７
０
２
１

◆
日
程
変
更
の
お
知
ら
せ
　
４
月
号
で
お
伝
え
し
た
、「
ジ
ュ
ニ
ア
キ
ャ
ン
プ
」
は

　
８
月
４
日
（
金
）、
５
日
（
土
）
県
立
足
柄
ふ
れ
あ
い
の
村
に
な
り
ま
す
。

「小田急・新松田駅舎
（昭和2～54年）」（私蔵）


